
2024年度

研究集会
IoP農業研究会が発足して間もなく2年となります。当研究会では、ナス、ニラ、ピーマン、キュウリの

ワーキンググループを中心に、見える化し始めた植物の生理生態情報をいかに営農に役立てていくのかに
焦点を当てた活動を進めています。
今回の研究集会ではこの1年の活動の成果を皆さまと共に確認した後、ゲストをお呼びしたセッション

を予定しています。CO₂施用や転流についての最新研究の動向のご講演、確立された栽培管理の中で、見
える化された植物の生理生態情報活用の可能性を探るディスカッションなど、今後の栽培管理のステップ
アップに役立つ情報満載でお届けいたします。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

ぜひ！お気軽にお申込みください。

2024年8月29日 (木) 14:00～17:00

オリエントホテル高知 高知市升形5-37   （駐車場なし）
                                             * 公共交通機関、もしくは近隣の駐車場をご利用ください。

＜お問合せ先＞ IoP農業研究会事務局 （高知大学IoP共創センター内）

Email：iop_nogyoken@kochi-u.ac.jp

Tel：088-864-5173

http://www.kochi-u.ac.jp/iopc3/nouken.html

（プログラムは、若干、変更する場合があります。）

● 14:00-14:05 開会挨拶

● 14:05-15:05   第2期ワーキンググループ（WG）活動の総括
＊キュウリ、ナス、ニラ、ピーマン各WG活動の報告

● 15:05-15:50  CO₂施用と転流における最新研究について

農研機構 九州沖縄農業研究センター 上級研究員 日高功太 氏

● 16:00-16:50  トークセッション
  四万十みはら菜園における栽培管理と植物生理生態情報の可能性
  ゲスト：四万十みはら菜園代表取締役 東宣雄 氏

● 16:55-17:00 閉会挨拶

★ 17:15～ 情報交換会

IoP農業研究会

情報交換会のご案内
研究集会終了後に、オリエントホテル高知の

ルーフトップ・ビアバルにて、情報交換会を開催します。
参加費：5500円 ＊現地払い
ぜひご参加ください！！

ハウスの温度管理変えたら
光合成量が増えたちや！

高知県じゃあ、光合成とか蒸散が
スマホで見えるらしいで

蒸散量見よったら、かん水が
全然足りんことが分かったで

栽培データの価値を
再発見！

光合成とか、蒸散が
大事ながは分かるがやけど

営農にどう使ったらえいがやろうか・・？

研究集会、情報交換会ともに

参加申込みはコチラから
（片方のみの参加も可能です）

会費制(有料）

お申込み期限：
2024年8月20日

参加費無料

プログラム

なんか、もっと使い道
あるがやないろうか!?
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